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毒語

4
n
n
1弱
か
ら
殺
世
冊
子
獄
北
口
由
紙
撤
串
線
車
場
炉
、
線
開
mし
や
す
く
な
り
ま
す
e
ニ
れ
は
、
我
口
周
辺

の
古
市
民
宇
相
反
転
寧
駐
車
場
が
あ
る
に
も
か
が
わ
ら
ず
、
品
位
億
良
獄
事
多
〈
也
時
惨
と
い
う
一
苦
情
や
織

転
車
総
同
m
者
か
ら
そ
制
妄
が
潔
い
」
、
叶
平
均
潔
裂
の
副
判
雌
m
M
V
で
串
な
い
い
な
ど
の
不
滋
の
聞
が
多
久

見
践
し
奇
行
っ
た
も
の
。
改
正
は
、
総
糊
使
用
創
刊
の
鏡
下
げ
、
副
利
回
問
蒋
聞
の
延
長
幸
栓
と
し
、
学
生
、
母

子
・
父
子
銀
総
の
料
金
区
分
も
潜
入
し
ま
し
た
。
今
後
毛
市
で
は
、
数
銃
自
転
率
的
解
消
に
ぬ
け
努
力
し

て

い

事

塾

す

。

問

問

い

合

わ

せ

市

民

生

活

綴

放
経
自
転
車
的
解
消
策
的
一
つ
と
し
臨
時
に
、
我
孫
子
絞
北
口
際
転
車
畿
車
場
的
務
い
自
転
車
総
車
場
と
す
る
た
め
、

て
、
昨
年
4
汚
1
鰐
に
①
自
転
車
数
後
も
オ

i
プ
シ
し
ま
し
た
。
定
期
防
偶
然
科
余
円
程
下
げ
、
学
生
、
母

品
定
位
協
淡
を
定
め
る
、
令
移
減
措
持
管
路
い
駐
車
数
車
場
問
符
滋
は
つ
い
て
は
、
す
父
子
家
庭
的
和
金
次
分
的
導
入
、

が
強
制
刷
釣
に
行
え
る
。
的
立
点
を
骨
子
匂
料
金
が
高
い
ヘ
吋
幕
戦
、
深
夜
的
利
隔
刑
制
刊
聞
用
時
間
内
総
淡
な
ど
同
条
例
、
統
制

と
し
た
「
終
判
骨
子
市
自
転
率
的
放
畿
防
が
で
き
な
い
い
な
ど
自
転
車
燃
絞
殺
か
の
後
一
此
を
行
い
ま
し
hr

、

み
札
い
い
欄
間
十
る
条
約
」
が
施
行
寄
れ
、
我
ら
一
小
織
的
関
が
多
〈
、
沈
悶
駅
前
閉
め
放

警

豊

口

周

辺

が

、

第

五

め

て

畿

自

転

車

多

棄

す

る

ま

で

に

は

い

た

怠

嬬

使

賂

氾

は

「
自
転
車
放
粗
暴
ι
童
子
の
蕩
児
を
う
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
後
銭
者
挙
制
や
鶴
舗
割
引
も
総
入

け
て
か
ら
燃
も
を
く
1
専
に
な
り
ま
す
。
魚
川
慨
的
胤
燃
の
も
と
、
険
料
執
事
利
用
者

札
制
俗
的
機
打
、
祭
成
総
域
内
捻
定
と
問
問
的
中
戸
を
十
分
反
暁
寺
叫
官
、
よ
り
割
問
符
校

時閥げも

議藤子関諮問窟
いよいよ春本主義a 木々 もき事l3i君主、告白!と活気丈1til

てくるころとなりEました。護審のまつりとしてすっ

かりま定獲した術伎の章者総務つりが、 41'ヨ881こ喜善

鑑a 手蓄電話君公題懇切手rあゆみの録公主tJのミ二Sし

とレンタザイクjレが、祭休みから営基霊祭絡始しZ量

移。署警の日射しのゆ、ご家族でお出かけください。

第
8
間

新
隷
ま
つ
ひ

時
胤
糊
湖
俊
雨
期
制
竹
一
金
を
1
0
0
0
m門
と

し

、

?

一

下

問

問

品

世

田

閉

可

制

判

官

松

、

定

綴

使

胤

啓

3
か
月
震
は
品
、

6
言

語

は

4
月

守

窃

か

ら

務

総

後

れ

て

い

る

官

、

新

た

に

登

録

が

必

要

義

的

議

事

長

け

ま

し

%

ま

慧

零

れ

る

お

は

護

臓

を

と

な

り

手

。

れ
ん
、
学
ゑ
や
母
子
e

父

子

核

抑

臨

時

負

綴

禁

鈴

手

続

事

は

、

怒

↑

駐

車

駐

車

場

務

を
軽
減
す
る
た
め
、

1
か
月
定
綴
俊
樹
問
自
転
車
紋
臨
場
金
利
関
用
で
き
る
ガ
は
、
務
所
で
問
時
〈
火
)
ま
で
行
い
卒
中
九

で
沼
紛
燃
料
削
2

し

ま

す

。

間

品

別

問

と

し

て

敏

か

ら

6
0
9
M
M以
上
』
粧
品
鴻
討
、
一
時
便
燃
は
命
ま
で
ど
お
り

な
お
、
…
時
草
に
つ
い
て
は
、
従
れ
た
所
に
お
伎
い
安
手
。
会
1

自
転
車
駐
車
場
務
執
務
に
そ
の
診
喜

来
ど
お
り
、

1
H
"
の
う
ち
1
照
使
綴
す
日
以
接
、
樹
齢
相
率
駐
車
場
丹
波
綿
一
後
総
げ
、
拙
視
線
科
合
支
払
え
ば
夜
間
川
で
き
ま

る
ご
と
む
1
0
0
m
n
と
な
り
ま
寸
。
多
品
柑
制
組
事
れ
る
方
は
、
絞
殺
が
必
饗
で
す
。

新
料
金
は
、
上
一
震
の
と
お
り
で
す
ョ

始
灘
か
ら
接
電
潤
周
轡
畿
で

脱
幽
略
構
輔
ガ
料
開
問
可
能
に

制
刊
附
則
時
間
関
は
、
始
発
か
ら
静
稔
利
用

議
家
で
、
自
転
車
感
謝
都
議
多
品
利
回
用
で
奉

る
主
主
午
前
4
時
か
ら
午
前
2
時
ま

で
娠
後
張
、
れ
ま
し
た
包

今
ま
で
的
午
約
6
時
か
ら
午
前
0
時

ま
で
の
利
用
時
間
開
で
は
、
午
前
6
時
以

飽
と
か
T
耐
問
。
時
以
降
の
塚
市
都
告
別
判
同
期
す

る
幽
転
車
総
湾
者
は
‘
縫
転
車
駐
車
場

を
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、
時
開
関
紙
制
緩
を

額
一
む
開
が
ay〈
山
尚
て
い
ま
し
た
。
こ
の

政
ぶ
に
よ
り
、
税
措
知
子
脱
却
午
前
4
時
給

分
的
品
開
発
か
ら
崎
将
恥
冊
子
着
午
前
1
時
日

品
河
内
線
科
概
略
車
割
利
用
者
ま
手
、
由
同
転
車

般
車
場
が
利
用
で
き
る
w
」
と
に
な

9
ま

す
e

自
転
車
臆
龍
禁
並
区
輔
の

競
誼
自
転
車
は
臨
時
移
譲

夜
間
州
総
同
州
料
金
持
綴
下
げ
、
制
刊
聞
出
時
的
移
漁
を
強
化
し
、
機
時
保
管
場
絞
め

際
的
議
長
に
伴
い
、
殺
M
郁
子
駅
北
口
線
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ι移
送
し
ま
す
の

辺
町
「
{
闘
転
車
放
畿
禁
止
区
線
弘
浅
間
闘
)
で
ご
総
裁
く
だ
さ
い
。

に
愉
胤
棚
胤
寺
れ
て
い
る
由
闘
い
戦
端
部
(
向
日
転
車
線
鵬
首
さ
れ
た
寝
転
樹
略
的
削
引
き
取
り
に

の
務
用
者
が
そ
の
総
絞
市
中
多
品
離
れ
、
允
織
し
て
は
、
身
分
を
誌
明
す
る
も
的
、

だ
ち
に
移
動
せ
き
な
い
状
態
の
も
の
)
印
緩
、
柑
柳
川
知
・
傑
管
費
苅
1
0
0
0
m門

が
必
療
と
な
り
ま
す
.

以
下
〉

1
回出
5
分
マ
1
0
0
m円

1
時
四
分
、

3
時
的
3
回
箆
古
申
し
ま
す
。

m
V
包
丁
研
宮
帯
俊
太
子
会
的
地
閥
単
ん
こ
の
ほ
か
、
資
盗
事
、
ピ

i-wパ
ず

に
よ
る
線
料
包

γ務
ぎ
つ
人

2τ
ま
な
ど
も
行
い
ま
す
。

T
.
3
0
0
丁
受
付
ハ
サ
ミ
不
可
v

v

m
問
い
合
わ
せ
撃
ま
つ
り
築
基

mv草
花
組
時
制
村
田
科
衛
午
前
日
時
、
午
後
異
会
総
ぬ
暗
(
鵠
)
2
1
0
0

ミ
ニ
$
し
・
レ
ン
歩
サ
イ
ク
ル

ア
ト
ラ
タ
シ
ヨ
ン

m
V
チ

ン

ド

ン

墨

完

全

線

火

会

長

春

体

み

か

ら

営

業

開

始

時
脚
多
品
略
フ
技
援
の
紫
普
ん
が
、
問
問
品
官
僚

V
蝋桑田

3
湾
総
長
日
)
か
ら
4

n

ら
訟
日
(
悶
)
は
ゃ
ん
・
日
曜
日
、

4
同月間

後
か
ら
会
場
内
は
も
と
よ
り
、
事
仲
棋
の

1
g
(
門
口
)
は
綴
日
、

4
R
7
日
{
ゑ
)
か
日
〈
本
}
か
ら
5
月
6
百
(
日
〉
は
鈴
盟
、

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
ね
り
静
き
辛
す
。

S
R
U
B
(
土
)
か
ら
は
・
+
十
日
経

m
V
ふ
わ
ふ
わ
一
一
ツ
ツ
司
寄
る
一
フ
ソ

3

8

、

官

%

だ

し

、

妻

的

機

の
お
な
か
の
中
で
ふ
〈
さ
わ
ぎ
(
小
和
ι虫

A
W
は
中
止
)

V
営
車
時
間
争
的
問
山
即
時
か
ら
牛

後
4
・
時
ま
で

V
岨
曙
一
酎
手
実
沼
八
ム
欄
拙
あ
ゆ
み
の

輔
鉄
道

vmい
食
わ
せ
あ
ゆ
み
の
郷
公

枝
惜
〈
開
〉

1
1
3
0

@

@

a

w

 

第器開

支十反絶対用

総
蜘
聴
か
な
訓
闘
い
の
あ
る
織
づ
く
り

を
巡
め
る
一
潔
と
し
て
、
市
史
的
影

さ
ま
に
綴
し
ま
れ
て
い
る
手
鞠
間
約
公

務
内
総
舗
を
、
美
し
く
心
な
ご
む
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
ふ
事
わ
し
い
も

の
に
す
る
た
め
、
春
の
花
後
続
料
削
を

募
紺
惜
し
ま
す
。

V
脇
陣
訴
対
象
争
終
淑
公
開
出
向
の
総

捕
直
(
た
て
お
が
、
ょ
こ
H
H川
〉
で
畿
に

車
問
し
め
る
設
計
と
す
る
。
後
回
附
す
る

滋
我
の
種
類
は
附
附
い
ま
せ
ん
。

V
応
募
資
終
市
内
に
在
後
マ
ん
は
勤

務
し
ぐ
い
る
方
(
専
門
縁
者
は
議
き

ま
す
)

V
殴
計
糊
闘
終
的
配
麦
、
綴
鋭
、
品
日

等
合
明
総
(
掌
花
的
本
数
は
明
中
期
)

V
審
査
冷
絞
殺
i

優
秀
殺
を

策
綬
賞
受
攻
作
品
を
線
総
し
、

も
と
に
花
伸
明
を
作
今
季
す
。
応

募
者
金
笈
に
事
加
賞

wv
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ

3
汚
幻
自
ま
で
に
我
孫
子
1
8

5
8
中
市
役
所
公
開
問
街
路
線
緑
化

検
議
係
官
(
由

)
1
1
1
1
内
線

5
4
5
へ

下 求軍機使の地，2ま生定259 
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捕の護号機事人介護霊サービスー-c.ま刺開審

特
務
養
議
老
人
ホ
}
ム
グ
〈
滋
絡
い

〈
野
秀
2
0
8
)
で
は
、
「
ね
必
お
り
殺

人
や
品
慨
は
フ
糾
開
港
人
的
介
議
に
つ
い

て
、
み
ん
な
で
学
ん
明
、
み
ま
せ
ん
か
い

在
、
老
人
Ar議
数
畿
内
務
加
殺
を
骨
骨

綴
し
て
い
ま
す
。

教
燃
や
匂
減
、

4
汚
か
ら
一
年
間
関
、

ね
た
き
り
議
人
的
身
体
的
ふ
き
↑
刀
、

総
せ
つ
の
世
話
的
校
方
、
シ
ー
ツ
的

絞
っ
怒
え
や
、
痴
ほ
、
フ
後
老
人
的
日
間
断

続
持
政
と
綴
し
が
な
ど
爽
戦
に
却
し
た

内
容
を
学
湖
、
索
前
兆
府
民
協
概
念
も
行
い

ま
す
n

閉
山
酷
日
時
は
世
間
3
土
問
時
続
的

竹
山
崎
加
分
か
ら
(
万
一
回
可
申
し
込
な
お
、
中
市
で
は
右
褒
的
老
人
分
譲
サ

み
は
削
開
策
持
ふ
惜
〈
前
〉
3

1

4

1

1
ピ
ス
を
絞
っ
て
い
草
T
。
お
気
軽
に

(
申
込
護
3
月
来
日
日
。
重
警
ご
利
用
〈
だ
き
い
。

事提等の事韓によ琴、分譲を受けることが

対lできない止の者

震 1~1 1Il:おむね繍以上で老荘、ほの紘樺
畠|塾 l霧等ぬ連語設によ ~B章生描を官!mに支持

佼II がある番

鎌!者|ね繍舗なひとり暮らしの議鈴者

不! !(話会料害者(量産白方)

今1 1騨初先護

ふi事Hア)食事の世話{イ}東諸の法制ぴ櫨時

，.q;業11ウ)住署等の請時投u整理整名義 {ぇ}蒔の留

よi向いの世話は以前必雷品の鵠入法}監察

派|搭|慨と時運認知蹴介助(キ)その撞磁

i量1 1な軍事JIV分譲綴装珪び鉄道指滋 など

0-&同月/持{笠緒的安持母により a

市でfぎっている議人介鐙ザーピス
響機い合おせ

l久語草苑草襲員の縁者撃で
し~前j詩人型地

日
惜
丹
市
常
持
胤
滋
{
配
削
綴
地
・
珪
努
1

3
2番
地
)
u
n下
問
凶
品
世
間
問
主
的
入
組
制
寝

を
次
め
と
お
守
募
集
し
ま
す
。

V
募
集
内
務
融
制
A
丹
と
お
り

wv
入
緩
省
資
格

2
人
以
上
で
生
計
を

玄
て
て
い
る
市
内
校
総
司
十
惚
齢
糾
潟
炉
、
、

仲
協
議
に
山
闘
窮
し
て
い
る
人

月額…一事，毒00開(;:
aaa
汚
か
ら
め
閣
記
入
年
金
保
険
料
は
、

下
褒
め
と
お
り
に
な
り
手
す
わ

同
国
民
草
食
は
、
キ
舎
と
っ
た
時
、
不

機
に
し
て
障
害
者
や
母
千
家
総
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
時
丹
生
活
町
大
き
な
支
え

と
な
り
ま
す
。

こ
の
年
金
は
、
加
入
終
的
み
な
事
ん

が
絡
め
て
い
る
即
時
魚
料
と
底
的
品
川
Mm
畿

で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
山
側
〈
若
い
殺

伐
の
方
々
が
納
め
る
係
険
料
で
、
寝
袋

mu
お
年
寄
り
の
方
々
的
年
金
必
支
え
て

い
く
絞
抑
制
み
仁
令
っ
て
い
ま
す
。

議
絞
め
開
陣
織
料
附
刷
は
、
年
金
盃
か
ら

み
で
か
な
り
低
め
的
側
酬
に
な
っ
て
い
ま

イ
ヲ

そ
こ
C
、
保
仏
関
科
と
年
金
石
閥
的
バ
ラ
ン

ス
や
ゑ
治
水
機
な
ど
を
考
慮
し
、
い
う

の
時
代
に
も
年
金
抑
制
絞
が
欄
間
余
に
閣
時
制
昂

で
き
る
よ
う
に
、
み
な
き
ん
の
ゑ
激
金

品
円
相
川
合
意
け
、
段
階
的
に
引
き
ふ
げ
て

い
る
れ
け
で
す
。

老
後
の
安
心
の
た
め
じ
も
然
険
料
的

山
引
き
上
げ
に
ご
理
即
時
く
だ
さ
い
。

、
思
四
昨
年
金
諜
年
金
係
〉

定額係員量

付加保険料こみ

260 

ご
，

市
消
防
は
、
「
春
め
か
点
一
誠
火
災
予

約
滋
動
い
州
側
四
問
中
の
3
月
5
目、

大
災
擦
に
ち
な
り
か
ね
な
い
百
鈴

鹿
な
い
と
大
絡
め
人
が
山
則
入
り
す
る

場
所
で
の
災
害
に
構
え
、
本
郁
柳
、

お
線
合
同
問
内
野
妨
笑
再
開
部
出
綴
を
ラ

イ
フ
ス
ト
ア
殺
孫
子
総
(
鋒
・
森

内
有
一
一
庖
長
)
で
築
総
し
ま
し
た
ー

ラ
イ
フ
ス
ト
ア
殺
孫
子
応
か
ら
，
駐

車
場
で
液
中
獄
事
終
が
発
生
し
、
漏
れ
た

ザ
ソ
リ
ン
に
お
六
%
取
内
い
い
は
人
が
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
泌
総
に

本
殺
さ
な
が
ら
に
サ
イ
レ
ン
を
町
甘
か
せ
、

化
学
革
、
ぷ
仰
げ
車
、
州
市
級
車
‘
紋
急
市
部

が
次
々
に
約
機
命
お
附
聞
が

連
携
を
内
閣
り
、
車
内
い
い
開
閉

じ
込
め
ら
れ
た
人
的
災
お

w

淡
火
、
引
火
内
仲
間
止
、
負

傷
義
的
川
棚
哨
問
、
別
紙
幣
滋
率

的
一
連
的
活
動
が
手
際
よ

く
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
淵
訓
練
終
了
後
は
、

署
買
が
、
一
汽
ぷ
ん
油
火
災

実
験
や
紋
念
講
沼
会
、
川
制

時
間
抑
制
淡
な
ど
を
催
し
‘
申

淀
川
り
紛
災
拠
叫
別
械
の
潟
問
問
に

努
め
て
い
ま
し
た
お

摩
市
内
か
ら
負
傷
者
毒
殺
滋
ず
る
制
限
鐙

レ
ク
ダ
ン
ス
後
楽
し
む
参
組
問
者

市
神
附
汎
な
ど
6
弱
体
的
協
力
を
得
て
‘
肉
H

3
R
3
u
u
(やふ}、

4
日(日
H
)

め
由
に
だ
れ
で
も
務
加
で
さ
ら
市
内
科
、
歯

岡
目
、
即
時
健
セ
ン
タ
ー
ゅ
ん
機
管
広
科
一
段
郊
の
制
相
談
コ
!
?
人
常
総
コ
!

つ
り
か
縫
さ
れ
、
会
場
に
6
0
0

ナ
i
、
試
食
コ
!
+
i
、
議
コ
ー
ナ
ー

人
が
紛
れ
ま
し
た
。
な
ど
織
り
だ
〈
努
ん
ぬ
々
楽
し
く
学
ぶ

姉
崎
緩
ま
つ
り
州
市
、
楽
し
み
な
が
縫
緩
コ
i
ナ
i
e
を
綴
縁
、
レ
ク
ワ
ヱ

ら
B
ご
ろ
円
綾
療
管
制
械
の
大
悦
穿
i
シ
ョ
ン
や
女
箆
め
鈴
木
先
校
さ
ん
め

を
知
っ
て
も
ら
ギ
ヲ
と
昭
和
的
部
総
淡
品
川
も
問
問
か
れ
ま
し
た
的

か
ら
附
附
附
揮
し
て
い
る
も
の
で
‘
今
イ
ベ
ン
ト
的
レ
ク
リ
エ
!
シ
ョ
ン
に

年
で
6
問
問
問
時
ふ
今
年
は
、
寸
や
さ
し
は
若
い
人
か
ら
お
杯
絞
り
ま
で
大
勢
町

〈
ふ
れ
合
お
う
世
代
を
鍛
え
て
い
人
が
事
線
、
レ
ク
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
で

きず一
1
?
に
、
医
郊
会
や
体
育
機
餓
榔
嶋
崎
明
噛
胞
を
隠
っ
て
い
ま
し
た
ー
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事
件
臨
地
区
内
瀞
的
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
す
っ
か
り
定
潜
し
て
き
た
『
布
総

務
総
ま
つ
り
」

H
一
環
掲
裁
E
が
4
月

6
8
的
日
綴
刊
料
、
布
役
糊
帆
滋
口
怒
桝
繰

り
で
問
問
岬
殖
さ
れ
る
。

こ
の
ま
つ
り
、
多
彰
な
織
し
で
会
場

を
紛
れ
る
人
は
年
々
検
淑
し
、
昨
年
の

来
場
者
は
約
2
万
λ
。
酬
明
和
mw
年
に
蜘
柑

擦
の
治
性
化
を
め
ざ
し
始
め
ら
れ
た
も

の
で
、
今
年
で
6
間
関
闘
を
数
え
る
ず

今
年
か
ら
、
命
後
続
締
ま
つ
り
実
行

委
員
長
を
務
め
る
の
が
絞
閥
的
制
刊
さ
ん
@

ま
つ
り
と
の
関
わ
れ
ソ
は
、
帯
数
柑
附
興
会

役
員
と
な
っ
た
3
年
前
捌
か
ら
で
あ
る
。

ま
つ
り
の
準
織
は
問
岡
山
曜
日
的
2
か
月

的
聞
か
ら
始
ま
る

Q

地
党
総
市
出
へ
内
協
力

抽
出
鋭
か
ら
会
場
的
事
忍
‘
ア
ト
ラ
ク
シ

ヲ
ン
の
狩
愉
酬
と
約
知
名
の
メ
ン
パ

i
が司

そ
れ
ぞ
れ
の
役
線
骨
組
…
で
藩
?
と
進
的

(3) 

年
線
引
っ
怒
し
後
す
る
人
は
ア
一
0
0万
か
月
ぬ
お
X
ぷ

m人
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
協
鞘
滋
す
る
入
、
針
話
不
〈
円
九
仲
老
人
、
滋
務
す
る
人
な
F
町議

駁
は
送
車
ざ
ま
で
ぜ
品
ベ
引
っ
織
し
の
大
一
節
分
以
3
同月
1
4路一
γ袋
申

し
て
い
務
考
気
ば
か
り
あ
せ
り
府
内
も
拶
ほ
っ
か
仲
怖
い
、
出
回
隠
浴
っ

て
お
れ
も
、
之
れ
も
と
大
慌
て
、
と
い
-
宮
地
い
う
料
品
こ
と
が
滋
い
よ
う
乞

勝
お
に
フ
ラ
ン
を
な
で
、
出
来
る
こ
と
か
ら
準
備
犠
鈴
め
ま
し
ょ
う
鯵

近
僻
持
、
引
っ
掛
酷
し
サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

き
号
、
合
飽
は
間
引
っ
織
し
ト
ラ
ブ
ル
に
義
者
E
込
涼
む
怠
い
だ
め
の
透

綾
穆
衡
を
悲
晶
臨
し
し
談
し
よ
う
@

舞
踊
雌
田
部
記
は

識
を
つ
け
て

¥

設

盤

n
聞
や
世
哨
問
問
一
説
券
合
Y
L
は
荷
物
に

一

見

横

離

は

撤

牲

か

わ

…

入

れ

ず

、

制

叫

に

保

険

を

か

け

る

か

喜

一

一

P
し
っ
か
り
傑
絞
し
ま
し
ょ
う
α

貴
重

一

興

約

は

種

調

で

一

回

問

者

荷

物

に

入

れ

て

し

ま

い

、

あ

と

で

i
i
i
i
L

総
売
に
気
ヴ
い
て
も
、
抽
補
償
は
総
か
し

議
占
有
が
務
総
に
来
宅
し
て
チ
ェ
ッ
ク
引
っ
線

L
的
時
、
判
明
鞠
が
こ
わ
れ
た
、
〈
な
り
ま
す
巴

す
る
斜
金
的
見
絞
り
は
無
料
で
す
。
粉
決
し
た
、
品
相
殺
し
た
百
円
い
荷
物
が
総
務
物
内
線
滋
か
ら
後
片
ザ
け
、
諸
手

国
見
積
り
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
選
然
、
か
な
い
絡
は
、
採
諮
問
問
燃
の
対
象
と
な
続
巷
ま
で
を
業
者
が
や
ゥ
て
く
れ
る
時

車

防

総

議

料

金

、

災

後

(

諸

資

村

料

、

り

ま

す

。

代

で

す

が

、

引

っ

滋

し

後

に

あ

わ

て

な

締
造
り
作
議
飼
料
等
て
付
機
サ
ー
ビ
ス
引
き
絞
し
時
に
は
必
ず
業
者
応
ち
A

甘
い
た
め
に
も
、
大
切
な
も
の
、
こ
わ
れ

費
用
〈
ピ
ア
ノ
紛
滋
料
、
市
職
務
機
取
い
の
も
と
に
数
や
談
耐
闘
が
な
い
か
確
認
や
す
い
粉
、
す
寸
授
、
ヲ
変
緩
や
衣
蒸
等

り
は
ず
し
・
華
料
等
ザ
な
ど
抑
制
開
制
約
し
、
事
殺
が
あ
れ
ば
そ
の
場
で
、
重
辻
、
雲
で
習
し
た
方
主
い
で
し

の
悶
油
機
構
酵
を
数
社
か
ら
取
る
こ
と
を
お
が
あ
と
で
発
見
怒
れ
た
佐
官
会
以
、
濃
く
よ
う
。

総
め
し
ま
す
。
特
に
伶
検
サ
ー
ビ
ス
凝
て
も
3
か
月
以
内
に
申
し
山
間
な
け
れ
ば
引
っ
綴
し
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
慾

用
は
会
社
に
よ
り
緩
が
出
ま
す
め
で
、
弁
後
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
殺
を
遊
び
、
ス
ム
ー
ズ
に
叫
判

t
い
生
揚

詳
し
く
犯
人
i
て
も
ら
い
ま
し
ょ
、

1

事
殺
は
山
由
来
る
だ
け
都
く
申
し
然
る
に
叫
ん
り
た
い
も
の
で
す
ね
e

そ
し
て
よ
く
検
約
し
、
業
脅
か
ι
淡

緩

し

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

防

(

衛

隊

生

訟

課

泌

榔

概

念

活

保

)

た
ら
、
必
ず
品
輸
霞
で
知
間
約
し
ま
し
さ
え

荷
物
的
総
数
も
必
ず
契
約
帝
献
に
総
人
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
森
阪
で
努
約
し
て

あ
る
と
、
か
な
り
的
ト
ラ
プ
ん
が
妨
げ

ま
す
。

ら
れ
て
い
る
拶

を
静
岡
宰
ん
。
も
う
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
で

す
か
ら
L
K綴
し
、
す
っ
か
り
俗
較
し

き
っ
て
い
る

9

抗
駅
臨
時
さ
ん
が
今
、
カ
を
殺
い
で
い
る

の
が
、
総
数
ま
つ
り
的
ほ
か
に
も
つ
一

ぢ
そ
れ
は
、
布
品
性
藷
興
品
開
府
両
年
磁
的

発
足
で
あ
る
。

昨
年
の
8
丹
、
発
起
人
と
な
っ
て
、

務
括
的
後
継
者
、
い
わ
ゆ
る
f
一
代
務
e

的
人
達
争
象
的
‘
毎
月
5
日
滋
純
金
金

関
春
、
自
閣
の
山
摘
み
を
解
淡
す
る
叫
切
と

し
て
、
ま
た
ア
イ
デ
ア
銘
織
の
場
と
し

て
‘
殺
閥
均
を
交
わ
し
て
い
る
。

吋
今
ま
で
は
、
こ
う
い
ヲ
議
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
か
ら
‘
叫
綿
棒
語
仁
も
は
ず

り

ん
つ
る
リ

vp崎

ま
め
〓
軍

総

務

:

新

を

防

後

臣

官

同

時

十
叩
凝
;
編
隊

隠

委

i
i

6
wけ

祭

実

わ

強

ん
で
い
ま
す
u

こ
う
し
た
滋
LA甘い

の
鳴
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
丹
後
紛
が
広

が
っ
て
く
る
と
忠
一
い
ま
す
し
と
、
そ

の
必
議
後
を
強
湖
附
す
る
。

今
回
附
町
新
総
ま
つ
り
会
議
が
、
昨

年
的
平
成
滋
り
か
ら
絞
前
滋
り
い
い
戻

し
た
の
は
ぷ
叩
佐
の
メ
イ
ン
は
、
や

は
り
欲
約
通
り
」
と
い
う
育
館
中
部
門

意
見
も
あ
っ
た
か
ら
と
い
、
三

新
緑
ま
つ
り
へ
の
今
後
内
総

負
金
臨
時
ね
る
と
、
「
待
機
宿
泊
町
山
州

市
哨
に
あ
た
っ
て
は
‘
そ
れ
ぞ
れ

縄
問
続
的
餓
径
を
出
し
て
も
ら
い

た
い
L

と
い
う
遂
事
。
ま
た
‘

寸
念
て
の
行
事
的
叩
ン
ネ
ワ
ル
出

を
打
破
し
‘
イ
メ

i
ジ
e

チ
ェ

ン
ジ
が
図
れ
れ
ば
い
と
も
。

趣
味
は
齢
灯
油
ゆ
と
ゴ
ル
フ
‘
一
山

歳。

事
故
の
申
レ
出
は

蔀
盟
・
め
位

春
に
な
る
左
望
日
札
制
た
り
の
長
い
滋

腕
判
中
、
滋
議
で
、
柑
棋
に
叙
た
ツ
ク
シ
が
表

土
を
突
棒
絞
っ
て
開
閉
岳
山
備
す
。

ツ
ク
Y
は
ス
年
ナ
的
問
問
?
?
を
作
る
姦

で
、
ツ
ク
シ
と
ス
ギ
ナ
は
柏
崎
下
茶
で
つ

な
が
っ
て
い
る
の
両
方
と
も
N

滑
に
は
縮

れ
る
が
ふ
ヴ
ク
シ
は
早
縁
、
ス
ギ
ナ
に

党
総
け
て
姿
を
議
わ
す

3

第8閤

「
チ
日
又
ツ
イ
ノ
の
者
)
お
」
査
上
換

す
べ
て
の
子
y
r
b
た
ち
が
、
ヤ
身
と
も

健
や
か
に
持
つ
よ
う
に
ど
、
毅
子
で
識

し
み
、
話
し
合
い
の
素
材
と
な
る
暁
間
闘

を
、
ゆ
巾
内
Ae
地
区
に
分
け
て
巡
間
関
上
嶋

し
ま
す
。

今
回
閥
的
作
品
は
、
「
チ
ロ
ヌ
ァ
プ
的
義

つ
ね
」
で
す
。
ニ
的
作
品
は
、
太
平
洋

戦
争
が
撤
し
く
な
っ
て
き
た
沼
和
閥
単

ベ
原
作
劇
骨
肉
体
験
を
も
と

ι制
作
し

た

γ
↓一メ
l
シ
簿
ン
映
隣
-

北
同
閥
的
も
さ
な
践
輔
、
チ
ロ
ヌ
Y

ブ
で

抜
き
る
キ
タ
キ
ツ
ネ
親
ザ
?
の
d
E
の
幹
e

涙
と
感
動
を
呼
一
ぶ
特
織
で
す
e

ぜ
ひ
、

ど
裁
く
だ
さ
い
。

V
入
場
料
絞
殺
6
0
0
m門
(
滋
口
U
7

0
0
丹
、
各
部
胤
以
上
向
減
〉

V
時
制
絡
事
発
出
究
所
市
内
幼
児
絞
殺
、

学
家
保
存
市
紙
、
平
一
翼
番
出
向
ア
y
プ
ル
‘

ブ
ソ
ク
ス
川
十
九
五
台
、
叫
伊
勢
文
具
申
崎
、
府

間
瀞
品
ん
ま
、
同
州
問
問
問
鼎
文
兵
窓
‘
市
民
会

総
内
売
市
鴨
川
伊
ろ
が
り
、
十
…
闘
車

4

青山閥、

っ
く
し
め
幼
稚
醐
閥
、
わ
だ
幼
機
開
糊

V
筒
い
合
わ
廿
我
孫
子
世
損
保
育
協
同
崎

務
総
合
格
谷
骨
{
郎
、

2
6
3
6

4
春
時
酬
明
子
腕
蛮
金
凋
綴

~苧~....7)
はくさ耗}

正

鱒人既製洋賎製造業

家内労鱒最低ヱ資も

が欄議髄質千

節
ご
と
に
枝
管
輪
生
す
る
e

ツ
ク
シ
い
い
は
校
が
な
い
が
、
幡
慨
が

ま
g

般
常
ま
っ
て
山
山
糸
た
ぷ
時
ん
と
時
ば
れ

s
a
v
 

る
時
開
放
の
も
の
が
あ
る
e

ツ
ク
シ
は
、
形
が
筆
に
似
て
い
る

と
、
}
ろ
か
ら
戸
工
経
恥
と
会
〈
。

情
留
か
お
わ
く
る
御
神
的
け
し
さ
は

議
機
為
一
家

裁
柏
崎
町
ょ
、
フ
な
革
一
丹
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第777望号

平成2去問問18若君在 *人出20.191人〈十2，02i守人〉
{対前空手記統合を322.人 女拐.869人

*也惨殺38，係5t立構(+1，031t霊平善〉

.i'首告主E軽率f't85-1111 
@つくし童書支持庁 84-8(矧
ゆ滋~~君主波書腎 88-0828
@宣車 ~t 'l吃所 88-2111
@裕佼:¥!i再時 89-2358
嘩事実祷祭賞金 85~1151
φ水道湾政1-01れ
曜量消 悪意 著書 84-0119
@少年センター 84-1告昔話
縁結E世綴さん皇室 85--24日T
命保霊童セッター 87ー1131
ei'君主書会宣震後一泊竹

ett央公民磁波…司615
i 曜静市民草軍事書館 84--1110

参-8締 31'ヨ17m土)， 18ぞう〈包〉

午前9善寺から午後5締

併話題吉野 市主導金額〈入場講寿喜納〉

"H霊in 84<.番高語、緊洋害警灘

惨罪事い合わせ 我孫子業主筆遺書Z互の

ぎき紋型車世(88)2339

b日時 3肉248(土〉午後10030

分から約2鯖鯵〈入綴非華料〉

..話題所 mE主張話題大会議空襲
が滋媛ユネスコシルクロ ド章者

霊童心参加して

er普豊島草書留置宮迫襲名台分重量 87一色3お5
修市民図霊童書布佼分銀総-1311
enJ霊宅租畿童書務望書図書聖重量 87恥日雪合意
ef哲民事事務鐙 87一竹55
惨害事務淑造務務所 85-竹71
曜診身保簿署害者福者Iセンター 88.-0141
惨あらき鏑 88…4188
@つつじ主主 88-~0123
惨さ主主主E韓溌襲撃〈浄化権)87-237註

〈ゴミ)87-0015(し産量)88-2547
骨務佐南近総センタ… 89-3740
骨天王重宝北近躍詰センター詰2-9988
鐙湖北台湾総センター 88-9昔27
嘩布鐙詩oalセンター 89-1193

少華霊型車 1議事事湾事若者要警生協霊童dBB
君臨調の銭湯指事尊重重

惨事電綴怒 大卒以上て?出窓哲学系、

教事著雪量系、名士会綾子長後惨めと方在京

だ1<1高校卒以上で2年以上清事事簿 竹へ

草護者の樹立に関する毒事費量仁被著書し

定緑豊費ガある方

ぁ vre 

砂倒程 3問258ttら白隠聖書2・

2誌4Eヨ韓望日午後守的ttら 2~寺3C沿

..語講所中央公総務

1>内容 楽しい中言語文化と令室調遺書

重量務(中級〉

1>擬隠鰐軍需2印OOF号

惨Z軍事事 選総E記(ttE詰入室露学生〉

b申し込み盆縄い合わ枚数苦言で

清水雷(83)1044へ

1>望書務暴露両町 iぷ染病絡島幸重考会〈布告

?ち花野弁1240の3)

か霊童縫 著書産量婦、進著書書置綴の湾要望

格宅密(3主主〉

券勤務終処臼童!iI:午前89寄30分

1JS午後5時、モ藍勤 e午後4憶が

をう午前Q自著

が賞金毒事 事態本総;月意義35問、
跨給:.12∞ドをから1800問、主主遜銭

安絡

診砂降い会わt空 索、蓮華中悪事支出雲主総会

摩喜多手足欝務総合器(84)5251

後対重量 級車聖書までのほj各議1:1主主務

な7き〈燃潟、綴童書i立闘い在家ぜん〉

砂窓豊島内容 月期~úJl雪、 æF著書寵3

土寝室臼室長会

ー勘定告し込み・罪悪い合わせ 31'寺31

8(ごt)までは書室務主士大舛宮(82)45

炉串し五!!.ib.襲塁いおおせ おらさ "8&寄 41'き1Eヨ(8)主主主:.a遺棄8
襲警官(88)4188 襲撃臼ら主主午前9喜著から竹筒

，..対象市内fr伎の議後室以上下

おめ苦言のヌラ

が指導尊重要霧車軽クラブ名 草野本小勢 炉建策 5I}i5(多数の壌をき線基義〉

重量容量警警護ひかりクラブ 惨参加盟理 2ぽj()f!j
か申し込み・問い合わt主砲とアラ 少申し込み 31'守258く8)午前Q

ブ君CE埠)7544C午後2言者116ら時〉 隠かをう99寄託沿湖北台ゆ央公躍霊的

が盟理師綜俊雄氏くδ代コオ'JI:ノ 宗主主は宵本宮品目)9019C夜関〉ヘ テ二スコ…トで獲得〈襲警天守五獲量霊〉

LZrzzT25:シ山~醤議議韓議議i:T3123宮間百
ドサークル電器廃宮(82)1200、災自 か貴重量喪 主控室電機警護、臨校三三と衛 官(87)267号

世(82)6718 警でi1t織をめさざしている万

炉内聖書 ワ ω ブOC号室翼4<.燥僚から

入力、文簿作成、 EOl¥i'dまで ル湾総m寄 E吾綴月際8 くと子高"10
1>8事者 31'司258くをヨ〉午後。草寺30 1>沼署霊 汚から水襲撃8O午後守章者 時ら竹草寺鈴分〉とE諮透識障壁白〈守二

分要望{陪f著書泌総事む からヰ草寺で燭罪需は初日ニコース法主主 主題7時かをう38寺〉

惨著書房市E義体言著絡 は308コース〈重量議燃料〉 惨君臨詩奇襲譲縫主主常設湖北然主義受注戸時

炉内容 iノク'Jこじーシミヨン必要 砂場所 子霧島車窓望襲撃署紫合ンター 炉内容 起き主要留守、ミヨーガ

Z正予在重量および主主鐙 惨申し込み・隠し、合わt!-雲監喜重で 勝会幾何事提1500P3
修重量翼民 レクリエーシン!こ障害111¥ 手議簿欝護軍事録セシター措0472(2 惨申し込み・罪悪い合わ往 時蓄諮で

のある5 5>7220へ 小轡宮(88)5373まだは霞綴世(84)

険機滋さi'alll光機鋭的不レク !議後遠藤議議議編隊機溢溺 7972へ
ソヱーさノヨン錨会滋審議総会談員〉

炉問い合わせ 担官民体著書室霊

1>8善寺 4汚守 Eヨ(ED午露n9時計お

E話会館入口重義官昔、 夜会F持率荷主

I>f'l軍事 務詳詰勾総井のお控室、将F号

袴主主曳 E重量寄綾などの線学

考証守主ち会組問世く(4)2047(夜誌社1へ

噛理詰
同型宝唾唾量百
b対重量 日O歳以上Of官民

空警識字詰蓮寺讐i豆、 41'ヨ?をヨ(:i::)の

午前98寺主主で12.1'告民会豊富重軽ヰ会談

窓!ことまき絞まるつく去さおし'.

炉問い合おせ 我主義予言語際主主淡の

会佐久握宰罰(83)295。

i定例毅湾整員会開催l
11>8絡 3月28EヨOJO午後?椅|

は紛うから i 
11>綴目暗 殺湾黍終会主主緩釜 l 
l炉罪悪い合わせ 事実爾尊重量菱重量総務1
仁察 l 

そ手作りのパイリンJ1i1/雑言者く2
1才長闘の重喜善議を告をつ五三緩急電)(J)発行

や91-"記入との紛常的主主文化受流を

巡して滋空襲主主流毛主連主めている総体

の説草母会後行いさ安帯。この会iこ入

重量殺望の治、襲電正まのあるおは、ご

参加ください。

"8悪事 31'ヨ24Eヨ〈二t)午後守跨30

分〈磐却?緩和

険極語時 子自然会費露第6語霊童霊祭

惨罪悪い合わせ o聴器(83)袋五号、

本川宮(83)2132

主主孫子讐察署童話ち!9滋t工事議事事綴4<.

E器ヤンクテレホン位ンタルーでは、

少ii=の手i'lラ罪量産識や霊童話生害警起草!こ言書官r
{5総差異色少年からの悩みごと:など

を受l:tlすけていEます。

少年害事綴!こ訴しい関当惑1:1ま現段

iこ主主って磁重苦しまをすので、おき読経

iこご格言語くださし」

惨苦患f苦手書閥 均から雪量産量日'午線

8喜幸3α珍から午後そう草寺、主総務;

午前日お改めガ主主正午

惨害謡館先 我孫子署奇襲警警防犯言葉控

(82)0110、際聖書聖書本部ヤングアレ

ホンセンヲー宮古472(25)7887

淡祝祭正当、重132.4土壌悶{正義主く

[一めの少年の非行防i主12:
Z錦カを

一幾重喜熊本部一

制 O.3.1dヰ)

市議愈定拠金臼謹
'q1長主2王手童話7羽市議重量定例

会{品、 3F.!6臼CY<)Iこ葬司会d

才!Eました。

3F弓16日〈金〉以降6むをヨ混在

ヨヨ知らをさしまミゴo

@)3F.!16臼〈重量) :51:主主E完全左手話

後委総会、毒患市長震設舎設をE委総

会

<lil3l'奇198(符〉、 208(火〉

予算書皆重量符別委総会

@)31'ヨ22臼〈本} 豪華議室毒事監望号、

言言語書、終決、潟会

砂問い金約ぜ ffl議長主導喜重革路

1>8喜華 3)'苦318(コ仁〉午後T時tJ

ら4鈴〈綴滋無料〉

b草署員時 鉛綴中央公民童話築6刷 7

築会主題

事砂防総著書 弁言語士、主士会審者警護労務

三七、援護費ケ←ースワーカーほか

炉問い合わせ 午量産中央法機著書童話

所程告472(25)4567

患争犠毒静
<::1担軽主主のヌラ〈悪霊8)から盗殺のため

!こと15F弓の望新古文7ありましだ。

り務日観光〈稼〉費量主主主菜王子力ントリ

ークラブ緩く害警l11)かを己主士会福総務

総望室長帯主事金!ことチャリティーニ1)1/

二7大会の収益金22万絞泌p:jの寄付

ガあり言まし段。

。w三fi;<fゑ緩く叉:E台〉から長華社の

ため!とと3万円の童寄絞ガありまし

だ。

麟醐翻

3
月
轟
轍
轍

Jl6金1

易自著霊 4Flからの密閉第3火震襲

白午後1B寄15分から3善幸15.分

炉纏月時 市民会宣霊

験F尾望書 淑至宝を義語む 験日察学科議審議4月158(8)、

I>~罵鏑 幸吉本者世E雪氏〈中央主聖書蓮大 築技喜議雷41'き22Eヨ(8)，II式総4月

棋聖主話量〉 258く7JO

b会草署 F奇襲童子ω内 院か重要湾 言語喜蓄マ誌聖書料5お5620F号

少量霊絡先 主主開。世(82)2605(喜重機〉 併話語襲撃重量主義 住民望書守遇、 まきEO、

(整理型開墾j
写機C3X3事ヰ校

傍受験路傍飽和49王手71'ヨ25Eヨ以

惨対象 幼碓霊童ま1'1'量生主かそう小学主主 露目!こ主主さまれ主主方

欝切及びお父さん、若者紛さん(初似望号 1>申し込み a 襲壁い合おせ 4月10

数illD Eヨく火nまでは日本モーターボ…ト

~綴聖書切符 主喜望書問題襲Eヨ寺高ij9謀者 協会多重要議会著書、手機溶o小池官

お分から11事事3日分 伎の1015へ

b綴喜霊場所 望書lE台E初、主主要喜舘
!静欝鰐入金!b入会型軽f吉 4月 1BくB)，8B 

CEヨ)， 15BCEヨ〉字詰立10陸脅からE正午 か切符 4.'ヨ8BC必〉午後43事

鰯… を:::'匂F5ハ:;;: まで2華北約百草JJ\~ド湾総て? 験器童話時 男議後(7'王Eii!R高き〉

参併問い合わを空 瀬器禁官(84)9916、 砂金草壁 5宝刃向

紋繋鳴くお)8470 砂滋経書記 o挺}宮(88)2777
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